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藤崎グループ

バンブーバイオマス発電所とは

生み出される効果・効用

設備概要

ストラクチャー

燃料供給

工場立地適地条件

山陽小野田工程
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昭和48年創業
電気計装工事業／電気・機械器具設計製造業／
噴霧乾燥装置製造及び同機を用いた粉体製造業／
太陽光発電設備建設業

平成23年創業
メガソーラー、大型風力発電所の企画・開発・エンジニアリング・調達・運営・メンテナンス業務
ファイナンスも含めたトータルソリューションの提案

本社所在地：徳島県阿南市
拠点：福島・千葉・東京・名古屋・徳島北・香川・愛媛・山口・鹿児島

藤崎グループ
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竹を主な燃料として発電する世界初のバイオマス発電所

第１号を山口県 山陽小野田市にて2016年中ごろ着工、2017年稼動予定

第２号を本社所在地の徳島県阿南市で2016年末着工予定

出力規模

約2MW

年間想定発電量

約15,800MWｈ
（一般家庭 約4,860世帯分の年間電力消費量に相当）

バンブーバイオマス発電所とは
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■竹害の解消

全国的に問題となっている放置竹林を燃料とすることで、森林・里山を荒らす放置竹林問題を解消

生み出される効果と効用

隣地侵入

土砂崩れ発生

景観の乱れ･･･

光あふれる
美しい竹林に
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■エコなエネルギー

バイオマス発電はカーボンニュートラルなクリーンエネルギーであり、地球環境に貢献

■地方創生

発電所やそれに付随する設備の雇用者として20名程度
間接的な雇用（燃料供給など）も含めると年間３億円近くの経済効果

■サステナブルなエネルギー

成長の早い竹を燃料とするため、バイオマス発電所の増加に伴う燃料不足問題を解決する

生み出される効果と効用
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設備概要
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COMPANY: Lambion designs and builds custom-made

biomass incineration plants of 1 – 50 MWth

ランビォン社 概要

燃焼炉一筋 125年。
世界90カ国以上で100種類以上の
バイオマス燃料を扱っている。

会社名：Lambion Energy Solutions 
GmbH

代表者：Axel Lambion
本社所在地：Auf der Walme 1 34454

Bad Arolsen Germany
創立：1890年
事業内容：バイオマス発電所の

設計・製造・販売
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バンブーバイオマス発電所ストラクチャー（例）

売電

ガイアパワーなど ガイアパワーなど
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必要竹林面積
２MWで約500haを想定
運搬コストを考慮し、発電所から30ｋｍ圏内
であることが条件

【日本・世界の竹林面積】
日本全国：161千ha

（うち山口県は12千ha、徳島県は3千ha）
※平成25年度森林・林業白書

世界：アジアの竹林面積は世界の面積の8割を占める。
中国 340万ha、タイ 81万ha、 ベトナム 148万ha、ミャンマー 220万ha、
インド 957万ha 、日本16万haなどと言われており、これだけで1762万ha。
※Bamboo Home Page(http://www.dkakd107.sakura.ne.jp/index.html)

燃料供給 森林簿に基づく竹林分布図（山口県）
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美弥市

長門市

宇部市

山陽小野田市

下関市

防府市

萩市

山口市
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◆山口県におけるバイオマス状況 【竹林面積12,122ha】

271ha

1,065ha
2,012ha

2,386ha

915ha 725ha

461ha

234ha

257ha

1,477ha
775ha

24ha

255ha 212ha

90ha

429ha 306ha

160ha

71ha

建設予定地

県中西部森林
バイオマスセンター

宇部興産㈱
伊佐セメント工場
石炭混焼 県東部森林

バイオマスセンター

中国電力㈱
新小野田発電所
石炭混焼

宇部興産㈱
IPP発電施設
FIT石炭混焼

東ソー㈱
南陽事業所
石炭混焼

日本製紙㈱
岩国工場
石炭等混焼

㈱ミツウロコ
岩国発電所
FIT木質専焼

ペレットボイラー設置施設

中国電力㈱
エア・ウォーター
石炭混焼

飯森木材
チップ加工工場
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山口県では林野庁委託の
「未利用竹資源収集・運搬・燃料化システム実証事業（平成25～27年度）」を実施。

竹伐採から発電に至るまでのプロセスの実証を進めている。

官民一体となって地域問題解決のため事業を推進
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システム区分 拠点集積・チップ化

試験期間 1/16.17.20

試験地所在 宇部市大字奥万倉

竹の種類 モウソウ

伐採方法
帯状間伐

（伐採幅6m）

竹林の種類 純竹林

傾斜度 緩

運搬距離
竹林～拠点:23km
拠点～ﾐﾂｳﾛｺ:109km

実証試験例

【作業手順】
１　伐倒

【機械】 チェンソー
【手順】 ①チェンソーで伐倒

②人力で竹を集材（作業道まで竹先端を出す）

２　集材・玉切・バンドリング

【機械】 チェンソー
【手順】 ①グラップル又は人力で作業道上へ搬出

②枝のない部分をチェンソーで2.8mに玉切
③枝のある部分はバンドリングし2.8mに玉切
　　※2.8m未満の先端部分は廃棄
④採材した竹短幹・ﾊﾞﾝﾄﾞﾙは作業道脇に集積
　　又は、トラックへ直接積み込み

３　トラック運搬

【機械】 トラック
【手順】

　→下に短稈、上にバンドルを載せる
②満載になったらバイオマスセンターへ発車
③バイオマスセンターへ積み下ろし

①作業道脇に集積された竹短幹・バンドルをグ
ラップルで積み込み

【バンドリング】

【２．８ｍに玉切】

【２．８ｍに玉切】

バイオマスセンターへ
積み下ろし

チェーンソーで伐採
人力で作業道へ

【作業手順】
１　伐倒

【機械】 チェンソー
【手順】 ①チェンソーで伐倒

②人力で竹を集材（作業道まで竹先端を出す）

２　集材・玉切・バンドリング

【機械】 チェンソー
【手順】 ①グラップル又は人力で作業道上へ搬出

②枝のない部分をチェンソーで2.8mに玉切
③枝のある部分はバンドリングし2.8mに玉切
　　※2.8m未満の先端部分は廃棄
④採材した竹短幹・ﾊﾞﾝﾄﾞﾙは作業道脇に集積
　　又は、トラックへ直接積み込み

３　トラック運搬

【機械】 トラック
【手順】

　→下に短稈、上にバンドルを載せる
②満載になったらバイオマスセンターへ発車
③バイオマスセンターへ積み下ろし

①作業道脇に集積された竹短幹・バンドルをグ
ラップルで積み込み

【バンドリング】

【２．８ｍに玉切】

【２．８ｍに玉切】

各資料提供：山口県
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(伐採本数） 240本

(搬出重量)  10,450kg

(作業時間)
1/16 8:50～16:35
1/17 8:15～16:25
1/20 8:20～ 9:30

(特記事項）
・帯状間伐であっても、伐採幅
の確保により、作業性の低下は
見られなかった
（伐採幅6m、残存幅6m）
・竹の大型化、バンドリングの実
施により、竹1本当り収量が増
加（35kg/本→44kg/本）
・人員、機械台数を最小限の
体制としたが、待ち時間が少な
く、機械稼働率も良好

①チェンソー伐倒 ②グラップル集材

③玉切
④バンドリング

⑤トラック運搬

実施状況
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各資料提供：山口県
5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

第一回試験 第二回試験 平成27年度

Ａ事業体(ｵﾝｻｲﾄ)

B事業体(拠点)

Ｃ事業体(拠点)

最終目標

竹伐採からチップ化までの

採算目標を

10,000円／ｔ

として進めている

■ 平成26年度実証試験結果
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発電所立地適地条件

■竹林が豊富
30ｋｍ圏内に500ha

■近隣住民の皆様のご理解
ご近所の皆様が環境改善と地域興しに熱心である

■電力連系条件
高圧送電線等の連系が出来ない場合、工事費負担金や工事期間が大きく変動する

■敷地10,000㎡以上（チップ加工場含む）
第一号山口県は14,374㎡

■燃料運搬トラック（15ｔ）が進入できる

■給水0.5㎥／ｈ
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山陽小野田工程

資金計画
（ファイナンス・補助金）

行政関連折衝・協議
開発・環境調査

設備認定・電力連系協議

機器発注

発電所設計

ＳＰＣ設立

2016.                                                                               2017. 
12 1 2   3    4   5  6  7   8 9    10 11   12   1    2 3    4   5    6    7    8    9    10  11    12

発電所建設 工期：約12ヶ月

燃料供給調査
地元説明会

売電開始

設備認定
取得

12月7日
（予定）

2016年5月ごろ

着工予定

18



ご清聴、ありがとうございました

今後とも藤崎グループをよろしくお願い申し上げます。
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